
金環日食が起こる仕組み

いよいよ金環日食!
金環日食とは
5月21日（月）、いよいよここ大阪で

も金環日食を見ることができます。
日食とは、太陽－月－地球が一直

線に並ぶことにより、月が太陽を隠す
現象のことです。地球から見ると偶然
にも太陽と月はほぼ同じ大きさに見
えます。ただし、多少は大きさが変化
するため、太陽に比べて月が大きく見
えるときと小さく見える時があります。
金環日食とは、太陽に比べて月が少し
小さく見える時に太陽を隠すことによ
り、太陽の縁の部分だけがまるで指輪のリングのように見える日食のことです。
部分日食は大阪でもときどき見ることができますが、太陽－月－地球がちょう

ど一直線に並ぶ金環日食となるのは、大変珍しい現象です。前回、日本で金環日
食が見られたのは1987年でした。ただしこれは沖縄での話です。大阪で金環日
食が見られたのは、享保15年（1730年）6月1日、今から282年前のことでした。
次回、大阪市中心部で見ることができるのは2312年、今から300年後のことに
なってしまいます。まさに今回の金環日食は千載一遇のチャンスなのです。

大阪での様子
次ページに、大阪で太陽が欠けていく様子と各地の予報を示しました。日食が

起こる時刻は、場所によって変わります。大阪市内でも東と西では十数秒違って
きますので、正確な時刻を知りたい場合は、国立天文台の暦計算室のサイト
（http：//eco.mtk.nao.ac.jp/koyomi/）などで、自分が住んでいる場所を指定し
て計算して下さい。

金環日食（1987年 沖縄での様子）
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観察方法
太陽は眩しいので、たとえ金環となった太陽であっても、直接肉眼で見ること

はできません。太陽を直接見ることは失明の恐れもあり大変危険なので、必ず日
食観察用の専用のめがねを用いて観察しましょう。日食観察用めがねは、本屋さ
んやカメラ屋さん、家電量販店などで販売されています。もちろん、科学館でも
販売しています。
さらに詳しくは
科学館ミュージアムショップでは、金環日食の概略や日食観察用めがねを使う

以外の観察方法をまとめた「金環日食ガイドブック」を販売しています。
またプラネタリウムでは「神秘の太陽 金環日食」を投影中です。実際の大阪の

空を再現して、当日の金環日食の経過の様子を見どころとともに紹介していま
す。事前にプラネタリウムで体験して、実際の金環日食に備えましょう。

江越 航（科学館学芸員）

各地の予報（国立天文台の計算による）
欠け始め 金環食始め 金環食最大 金環食終わり 日食の終わり

大阪 6時17分09秒 7時28分32秒 7時29分51秒 7時31分08秒 8時54分20秒
京都 6時17分41秒 7時30分00秒 7時30分35秒 7時31分09秒 8時55分17秒
神戸 6時17分08秒 7時28分50秒 7時29分39秒 7時30分27秒 8時53分52秒
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